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中国生産子会社への増資および同社における第二期工事着手のお知らせ 

 

 

当社は平成 24 年３月５日開催の取締役会において、当社の 100％出資生産子会社であり

ます｢PIGEON INDUSTRIES(CHANGZHOU)CO.,LTD.」の増資に対する引受けおよび同社

における第二期工事着手を決議いたしましたので、お知らせいたします。この増資は、昨年

竣工いたしました生産工場における第二期工事の実行を目的とするものです。 

 

記 

 
１． 増資の目的 

当社は、2002 年に PIGEON（SHANGHAI） CO.,LTD.※を設立し、本格的に中国市

場へと参入いたしました。現在では、ほぼ中国全土の販売網を整備し、哺乳器・乳首、

スキンケア用品などを主力商品群として、順調に売上を伸ばしております。 

2007 年には当社の 100％子会社である PIGEON MANUFACTURING (SHANGHAI) 

CO.,LTD.が運営する生産工場を竣工し、その後 2011 年に同じく当社 100％子会社で

ある PIGEON INDUSTRIES(CHANGZHOU)CO.,LTD.が運営する生産工場を竣工し、

両生産工場ともに、順調に稼動しております。 

このたびの増資は、PIGEON INDUSTRIES(CHANGZHOU)CO.,LTD.が運営する生

産工場を増設し（第二期工事）、今後もさらに拡大の見込まれる中国市場において、現

地での商品供給体制、および、コスト競争力の強化を図っていくものです。 

 

※ PIGEON（SHANGHAI） CO.,LTD.概要 

社  名 貝親嬰児用品（上海）有限公司 

（英語名:PIGEON（SHANGHAI） CO.,LTD.）  

所在地 Rm.3201,2 Grand Gateway,3 Hongqiao Road,Shanghai 

200030,China 

(中華人民共和国 上海市) 

資本金 950 千米＄ 当社 100％出資の中国企業 

設立日 平成 14（2002）年 5 月 15 日 

事業内容 育児用品、子供用品、及び母親用品の販売 

代表者 董事長兼総経理  北澤 憲政 
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２． 増資及び第二期工事の概要 

 

社  名 PIGEON INDUSTRIES(CHANGZHOU)CO.,LTD. 

（貝親母嬰用品（常州）有限公司） 
設立日 平成 21（2009）年 6 月 30 日 

事業内容 育児用品、子供用品、及び母親用品の製造 

所在地 No.59 Fenglin Road Wujin Hi-tech Industrial 
Zone,Changzhou Jiangsu China 
（中華人民共和国 江蘇省常州市 武進高新技術産業開発区） 

代表者 董事長  北澤 憲政 

（Pigeon Shanghai Co.,Ltd. 董事長兼総経理） 

資本金 7,500 千米＄  当社 100％出資の中国企業 

増資金額 8,100 千米＄ 
増資後の資本金 15,600 千米＄ 

用地面積 敷地面積： 30,000 ㎡ 

建屋面積： 12,400 ㎡（第二期工事完了後） 

延床面積： 19,800 ㎡（第二期工事完了後） 

着工 2012 年 7 月（予定） 

操業開始 2013 年 7 月以降順次（予定） 

投資金額 約 19 億 56 百万円 

工場建屋建設および生産設備（土地使用権は取得済） 

生産内容 1． 母乳パッドの製造 

2． ベビーワイプの製造 

3． プラスチック製品（マグマグ、おしゃぶり等）の製造 

4． 乳幼児用紙おむつ（※） 

※第二期工事において新設予定 

年間生産数 

（見込み） 

1. 母乳パッド 1 億 6000 万枚 

2. ベビーワイプ 1200 万個 

3. プラスチック製品（マグマグ、おしゃぶり等） 150 万個 

4. 乳幼児用紙おむつ 8500 万枚 

※生産数量については 2013 年における予想数量 

従業員数 2013 年 50 名増員（予定） 

 

 

３． 今後の見通し 

2013 年 7 月に建屋が完工し、以降、順次各生産設備の操業を開始する見込みです。 

 

 

以 上 

 


